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通信制大学院生の現状と今後の課題
宇 野 絹 子
〔抄 録〕
近年、生涯学習に対する社会人のニーズが高まっている。またここ十数年の問に、
































































主な内容は、a.通 信制博士課程の制度化b.専 門大学院1年制 コースの制度化c.修










































本調査の目的は、大都市の文科系通信制A大 学院教育学研究科(以 下 「A大学院」 という)




力の了承を取 り、随時にメール ・電話 ・郵便により調査を行う。
②調査対象 「A大学院」B専 攻 平成13年度入学生9名(入 学時10名、1名 が早期に退学し
ているため9名)
③調査期間9名 のうち8名 については、平成17(2005)年2月11・12日の広島への研修旅行
期間中に実施。不参加の残 り1名については郵便 により調査を行った。補足的には 「同期生通





修了後の進路(予 定)④ 大学院で研究を進めるうえでの課題 ⑤大学院について望むこ
と ⑥社会人大学院生 を続けてい くうえで励みになること ⑦社会人学生としてあなたの
一106一
佛教大学大学院紀要 第36号(2008年3月)
表1調 査対象者 (17.2.11調査 日現在)
名前 年齢(歳) 性別 職業
A 50代 女 公務員
B 40代 女 教員 ・中学校
C 50代 女 教員 ・中学校
D 40代 男 公務員傲育職)
E 60代 男 企業定年退職
F 30代 女 看護職
G 50代 女 教員 ・小学校
H 60代 男 教育職定年退職
1 40代 男 教員 ・高校
所属する会社 ・団体等に望むこと ⑧大学院を修了することによる勤務先や社会での評価
の変化の可能性 ⑨生涯学習社会にあって、社会人大学院のあり方
まず①②③の項 目について、Aから1について聞き取 りを行い、まとめた内容 を表2の とお
り作成 した。
表2入 学の動機 ・目的によるタイプ分類
氏名 入学の動機 ・目的 学んだ成果は何か 修了後の目標 修了状況
1
・論文をまとめるという長年の目的 ・自信 につ ながった ・仕事 に活かす H15.3修了
達成のため(結果として専修免許)
資格型 F
・卒論 を充実 させ るため ・看護学校で働 くこと、看護教 ・博士課程 に進学 H17.3修了
(結果として院卒は副校長資格) 育の中で十分役 に立っている 希望
D
・専門性を高める(教育職のため) ・多 いに役立 った ・仕事 に活かす H17。3修了
(結果として専修免許) ・論理的に物事を考えられるようになった
・内地留学の選考基準の不明 ・自分 として は役 に立ってい ・放送大学での H17.3修了
B 確 さに触 れ、自分の力のみで るが、他人 までの影響力 は 履修
入学 しようと思 った 持ち合わせていない
・今 までを振 り返 り教育を多角 ・子 どもの見方、'研究 の仕方、 ・通信制博 士 H17.4再入 学
研究型 G 的に研究 しまとめたい と思 文献の読み方などを学ぶこ 課程に進学希望
った とがで きた
・研究 したいテーマが あった ・将来の学び の生活 に入 るた ・博士課程に進 x1.4再入学
C めには生涯教育は私の将来 学希望
を言い当て ている
・今 までの仕事 を総括 ・現役時代の学校教育や社会 ・地域で聞 き取 H17.3修了
教育を振りかえり総括する り調査など




・老後 の生 きが い ・役立 ってい る ・社会教育ボラ H17.4再入学
・教育 コンサ ルタン トに活 かす ンテ イア
・仕事 の課題 の解決 ・長い 目で見 た時、考 え方の ・NPO法人での 且17.4再入 学






仕事や人生を総括 しようとするタイプ、④教養型は資格取得や研究 目的でもなく幅広い知識 を
得たいと考えるタイプである。
今回の調査によると別表のとおり、9名 中、 資格型:3名 、研究型:3名 、総括型:2名 、
教養型:1名 となった。
資格型は30代40代の人で、大学院修了(15.3修了 ・17.3修了)に より結果 として、専修免許
を取得 し主幹教諭 とな り、また看護職では看護学校の副校長資格 を取得 している。研究型は、
30代か ら50代にわたっており、テーマを持って研究 したいと考える人達である。また、総括型
は、60代で現役 を定年 した人が生涯の仕事を総括 し、老後の生 きがいを追求し系統的に学ぼう



























タイプ 氏名 研究を進めるうえでの課題 大学院に求めること 励み になること
・職場の理解 と協力 ・スクーリングの増 や大学 間の ・同じ目的で学んでいる仲間の支え
1 単位互換 ・強い 目的意識
・学生へのIT技術の推進
資格型 F鹽
・文献 を読み こなす こと ・スクー リングを増や してほ しい ・同期生 との連絡 や助 け合 い
・教員とのやり取りをメールでしたい
・仕事 との両立 時間の確保 ・エ クス テ ン シ ョ ンセ ン ター 開設 ・勉強 を続 けているという自信
D ・若い時の根気が続かない ・eラ ーニ ン グの 推 進 ・ス クー
リングの増
B
・仲 間や大学 との連帯感を どう ・仲 間や大学 との連帯感 ・共 に学 びあう仲 間の存在
もつか ・学 びやすい環境整備
G
・仕事量が多く時間の確保 ・教員や院生 との情報交換 ・教員や院生との出会いや情報交換
研究型 が困難 ・院生同士のメー ルや手紙のやり取り
・仕事 との両立 時間の確保 ・多 くの人 に学ぶ機会 を ・同 じように学 んでい る仲間 と
C ・同じ志 を持つ人 との交流の必 ・休日夜間など年間通じて受講したい の交流
要性 ・日常の学習の支援体制
・田舎住 まいのため文献の ・修了後も安価に聴講できるとよい ・同期生 とのネッ トワー ク
H 入手が困難 ・宗教性を活かした教科内容を増やす
総括型 ・通信制博士課程の開設
・通信制の ため 自分だけでの研 ・通信制の さらなる発展 ・同期生 との交流や仲間 との接触
E
究の難 しさ






































めることの難 しさでもある。それは同じ志 を持つ人との交流の必要性 というところにつながる。
学業の面では、研究計画をしっか り立てることや文献を読みこなすことをあげている。
職場に関することでは、仕事の量が多い、研究時間の確保が難 しい と答えた者が9名 中5名 で
あった。中堅であるがゆえに、相応に責任もあり、質量共に仕事の負担が大きい時期である。
家庭 と職場の生活 に加えて大学院生 としての暮 らしが加わることは、想像以上の困難が伴 う。
仕事 と勉強との両立は、現実面の困難さに加えて、常に心理的なス トレスを呼び起 こすことで
もある。
他には在学中の転勤の配慮をしてもらいたいという意見や、授業に出席できる勤務体制の確







構)で は、職場で有給休暇をもらって学校に帰 り、新しい知識 ・技術 を身に付 けて再び職場に













場か らは十分な理解が得 られていないことなどの不満が、職場 に対する厳 しい批判 としてでは

















⑨の社会人大学院はどうあるべ きかで得た内容 も合わせて、大学に対 してと教員に対 しての2





































まず大学 に対 しての要望のうち、履修に関 しては、スクーリングの科 目や機会の増を望む者
が3名 いた。















的支援や、その友人に対する責任感なのです」 とD.W.ジ ョンソンらは 『学生参加型の大学
授業』(7)で述べている。
精神面では、年齢的にも仕事でも家庭で もその他諸活動でも、責任ある中堅 といわれる立場
にあるものが大半であ り、一方、身体面でも病気等のリスクが高 まる年代である。病気 ・転
勤 ・被災など長い学生生活のなかでいろんな困難に遭遇 した時、学生同士が近況を報告 しあい、
励 ましあい、一時の学習の停滞か ら抜けだし、また目標にむけて頑張る力になっている。
具体的には、 レポー トや研究計画書の再提出など順調に進まない学習の過程で、それぞれの
経験 を情報交換 し、励 ましあい、資料の提供や文献の紹介など支えあうなかで連帯感を高めて
きている。それは同期生の中で個々の研究テーマを公開し、共通理解の基盤があるからこそ情
報が的を射たものになっているのだと考える。
技術面では、文献の探 し方や紀要の入手方法、HPの利用方法などが、熟知 した者か ら同期生
全員に、情報提供されている。論文の脚注の打ち方、ページ設定などパソコンの操作技術に至
るまで、経験から知 り得たことが惜 しみな く提供されている。一般に友人間では当た り前のこ
とであると思われるが、住所地が全国に散在している同期生が、学ぶという共通の 目的意識の
もとに友好的な関係が築かれたと考えられる。それに至るには、回を重ねる親睦の場(懇 親会




また修士論文の中間発表会で、教員からの厳 しい語調の苦言に落ち込んだ場合、 レポー トが何
ヶ月 も返却されなかった時などの落胆や心配 も、ゆとりある時間の中では、話 し合 うことで誤








③ ピアサポー ト体 制でのネ ッ トワーク
研究指導 学習相談
《←→ 蠣













な り連携が強化 される。学生と学生 との個々のつなが りだけではな く、ひとりか ら全体へ、全
体からひとりへと、情報及び人間的支援のネットワークが構築されている。
イヴァン ・イリッチは 『脱学校の社会』(8)のなかで、学習に泌要な資源として、「事物 ・規
範 ・仲間及び年長者」をあげ、「その資源を利用可能なものにする学習のためのネットワーク」












また名古屋大学では、学生の 「困った1」 の解決のための 「名大ピアサポー ト」がある。学生
同士が相談に乗 り、ア ドバイスをし合い、支えあうという当た り前のようでいて古 くて新 しい
手法が、コミュニケーションに欠ける現代を反映する現象であるが、その教育効果が期待 され
ている。






まず1点 目は、入学式終了後 個人情報保護に基づ く取 り扱いに配慮 しながらリーダーを決




2点目は、集合写真を送る際、顔 と名前が一致するように、写真に名前を付 して各自に送付 し
たこと。
3点目は、月刊の 「同期生通信」(A4版)を 発行したこと。 平成13年4月～平成14年6
月の間に計13回発行 した 「同期生通信」は、入学後の初期段階に人間的つなが りを深める重要
な役 目を果たした。各 自の近況を掲載 した 「同期生通信」が果たした役割は大 きく、同期生の
間に親近感が芽生え、緊密な人間関係へと発展 した。
4点目は、機会をとらえて懇親会を開催 したこと。大学院の行事(中 間発表会 ・スクーリン
グ等)が 開催 されるときには、その機会を逃さず懇親会を開催 してきた。(H13～H17延べ15
回)会 場は各自の帰宅の便を考慮 し、主に新幹線のターミナル付近で開催 してきた。
5点目は、研修旅行を実施 したこと。1回 目の研修旅行は、平成17年2月11・12日に広島で
開催 した。同期生9名 中8名 が参加 し、他の期生3名 が加わり、一泊二日で広島 ・江田島 ・宮
島をそれぞれテーマをもって旅行 した。




では孤独 にな りがちな履修計画の進め方や時間管理の難しさがあるが、交流の都度、刺激 と励
ましを受け克服への力となっている。
技術面では、研究に関 して、文献の調べ方、パソコンの設定(表 作成や脚注の入れ方など)、

















ついて検討 して きたが、ここでは、社会人大学院のあ り方をさぐり、さらに通信制大学院の今
後を展望する。
生涯教育は自分の可能性 を伸ばし自己実現できることであるのみならず、ひとが進むべ き方










や大学教育 にとっても大 きな意味がある。年齢、職業、学歴などで多様な背景 と属性をもつ社
会人が、高い学習意欲や問題意識をもって、学生同士あるいは教員と触れ合うことで新鮮 な刺
激を与え合 うことは、大学院にとっても静か ら動へ と活性化の原動力となるだろう。また、企







経済的制約が小 さいので不安は軽減できる。 … ただし修了率の悪 さ、卒業率の悪さ、中途
退学者の多さは社会人の遠隔高等教育の大 きな課題 として残る」(10)と課題をあげている。 この
点に関して、本論では通信制のマイナス面を補完するものとして、サポー ト(学生同士の助け
合いや大学院とのパイプ)体制の必要性 をあげ、サポー トが強くなければ学生が修了に至 らず、













導は非常に便利になった。学生側か らは更 なるeメ ールの利用拡大を望む声がある反面、本調




とは、相互に刺激を与え合い、研究活動にも好 ましい影響をもたらし得る」 と述べ られている。
これらは通信制を考えてい くうえで重要な課題であると思われる。特に通信制にあって、入学





















そのため 「閉ざされた研究室か ら公開されたネットワークへ変えていくこと」(12)の必要性 を加
茂は述べている。
3つ目はマルチメディア利用の遠隔教育 をもって しても、対面式授業を補完 し得ないという
立場である。「デジタルメディアを駆使しても、暗黙知をすべて反映することは出来ない。」(10)
「自己実現、 自分探 し、仲間作 りは通学するプロセスが大事であって、通信制が彼らの何かを満
たす ことができるかというと、私は懐疑的になる」(12)とする意見もある。確かに直接経験に及














法、つまり、全国の拠点都市に平 日、土 日に通える大学院(サ テライ ト)でゼミナール等を、
その他の授業は通信制で、 と述べている。
「A大学院」B専 攻の場合、カリキュラムの内容に、より実践的なものを加え、また、宗教
性を生かした 「A大学院」独 自のカリキュラムも望まれるが、 これらはスクーリングによる対
面授業がふさわしいと考えられる。一方、最新の情報や知識の伝達は、テキス ト履修等に加え、
オーダーメイ ド型のオンライン学習など多様な方法が考えられてよい。














つでも、 どこでも、だれで もが、学び続けられる場 として、生涯学習社会における大学院の理
想 を実現 したものであると考えられる。







単位制 というべ き履修形態 も可能だと考える。
また、何より通信制大学院生を励 まし支えるのは、〈ピアサポー トの力〉(共 に学ぶ仲問の
励ましや助け合い)で ある。志 をもって通信制大学院に入学 した者が、時間の制約など様々な
困難に遭遇する中で、学習相談を含め人間的支援に支えられ、継続 ・達成にむけて励む力を獲
得 していくのは、ピアサポー トによる援助活動である。ピアサポー トにより学生同士が精神的
絆を強め揺り動かし、モチベーションを維持 しさらに高めてい く。学生自らがくピアサポー ト
体制〉を構築することはもちろんのことであるが、今後、大学院側もくピアサポー ト体制〉の
具体的な方策を立てるとともに、組織的な運営や大学院修了後の継続 して行 う研究機会 と場所
の提供も必要である。これらは生涯学習社会の構築と発展のために寄与することになるだろう。
本論では、調査対象を限定された入学年の9名 により分析したが、様々な属性を持つ9名 で
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